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ま
ず
一
袋
の
種
子
を
庭
先
に

　
爽
涼
の
秋
、
野
山
の
木
々
は
色
づ
き

を
始
め
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
気
配
も
日

一
日
と
美
し
さ
を
ま
し
て
い
き
ま
す
．
．

　
県
道
人
吉
．
1
日
向
線
の
仲
三
橋
バ
ス

停
付
近
で
は
先
月
、
道
路
わ
き
や
農
家

の
庭
先
に
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
が

咲
き
乱
れ
、
通
り
ゆ
く
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
月
読
後

感
を
い
た
だ
い
て
い
る
日
向
市
の
石
川

茂
夫
さ
ん
も
、
こ
の
コ
ス
モ
ス
の
こ
と

も
ふ
れ
て
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ス
モ
ス
は
近
所
の
三
浦
イ
チ

き
ん
（
．
ε
、
荒
砂
キ
ク
さ
ん
（
（
セ
た
ち

数
人
が
五
年
ほ
ど
前
か
ら
種
子
を
ま
き

苗
を
植
え
て
い
る
も
の
で
、
ほ
か
に
カ

ン
ナ
や
キ
ク
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
町
内
で
は
東
郷
小
学
校
や

鈴
口
園
、
西
城
公
園
な
ど
に
四
季
の
花

が
み
ら
れ
、
役
場
庁
舎
に
も
職
員
が
サ

ル
ビ
ヤ
な
ど
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
町
民
歌
の
三
番
に
「
野
山
の
幸
に
い

だ
か
れ
て
、
人
の
心
も
ほ
が
ら
か
に
」

と
い
う
口
詩
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
の
町
は
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
祖
先
の
残
し
て
く
れ

た
緑
や
青
の
落
ち
着
い
た
自
然
で
す
。

こ
れ
に
赤
や
黄
色
な
ど
を
配
色
し
た
ら

も
っ
と
変
化
の
あ
る
、
明
る
い
自
然
が

つ
く
り
出
せ
る
で
し
ょ
う
。

　
新
生
活
運
動
の
中
で
も
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
自
分
の
家
の
庭
に
花
の
種
子
一
袋

を
ま
い
て
育
て
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
「
花
を
愛
す
る
人
に
悪
人
は
い
な

い
」
と
か
一
。
町
の
花
で
あ
る
尾
鈴
寒

ラ
ン
も
今
美
し
い
花
を
つ
け
、
高
貴
な

香
り
を
ふ
り
ま
い
て
い
ま
す
。

　
春
は
山
ざ
く
ら
に
つ
つ
じ
、
秋
は
紅

葉
が
美
し
い
郷
土
で
す
が
、
住
宅
の
庭

先
に
も
ぜ
ひ
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

第
三
日
曜
日
（
十
七
日
）
は
家
庭
の

日

㊥
蚤

　
　
　
　
　
　
　
　
月
初
め
は
ま

　
た
ば
こ
の
火

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
そ
う
寒
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
覚
と
し
て
は

い
か
に
も
冬
ら
し
く
な
っ
た
感
じ
で

す
。
生
活
の
習
慣
も
冬
型
へ
切
り
か

え
ど
き
で
し
ょ
う
か
。

▽
こ
れ
か
ら
火
災
シ
ー
ズ
ン
。
火
災

原
因
の
も
っ
と
も
多
い
の
が
た
ば
こ

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
昭
和
三
十
五

年
以
来
、
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占

め
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
は
、
人
間
に

い
く
つ
か
の
功
罪
を
与
え
て
い
ま

す
。
と
き
に
は
人
の
気
持
ち
を
和
ら

げ
、
と
き
に
は
精
神
的
な
疲
労
を
忘

れ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
食
後
の
一
服

に
は
格
別
の
味
が
あ
る
も
の
で
す
。

▽
し
か
し
、
こ
の
一
服
も
「
今
捨
て

た
た
ば
こ
の
温
度
が
七
百
度
」
と
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
モ
ノ
が
火
災

の
タ
マ
ゴ
で
あ
る
だ
け
に
、
う
っ
か

り
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
は
、
い
ず

れ
も
喫
煙
者
の
不
注
意
、
不
始
末
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
の
で
、
防
火
の

再
認
識
が
一
層
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

か
へ
り
来
て
家
の
昔
岡

戸
ロ
わ
が
袖
の
距
舌
人
示

松
の
葉
を
は
ら
ふ
ゆ

う
ぐ
れ

牧
　
水
・
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「
役
場
に
相
談
に
行
き
た
い

が
、
ど
う
も
役
場
は
に
が
手

だ
」
「
ど
こ
へ
行
っ
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
」
一
そ
う
し
た

町
民
み
な
さ
ん
の
声
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。

　
役
場
の
機
構
が
大
き
く
な
り

行
政
の
種
類
・
内
容
が
複
雑
に

ふ
く
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
町

民
あ
な
た
こ
そ
が
行
政
の
主

役
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
声
を

み
た
す
手
引
き
と
し
て
こ
の
ペ

ー
ジ
を
特
集
し
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
の

人
生
。
こ
の
長
い
間
を
わ
た
し
た
ち
そ

れ
ぞ
れ
は
、
健
康
で
明
る
く
送
り
た
い

も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
町
が
手
続
き
を

し
た
り
、
実
施
し
て
い
る
社
会
福
祉
の

突
口
を
ご
案
内
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

生
ま
れ
る

　
妊
娠
し
た
場
合
に
は
、
す
み
や
か
に

医
師
ま
た
は
助
産
婦
の
発
行
す
る
「
妊

娠
証
明
書
」
を
持
っ
て
町
役
場
窓
口
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
す
る
と

母
子
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

　
母
子
手
帳
に
は
乳
幼
児
の
健
康
状
態

を
記
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
将
来
育
児
の
よ
い
資
料
と
な
り

ま
た
両
親
に
と
っ
て
も
よ
い
記
念
に
な

り
ま
す
。

　
町
民
税
の
所
得
割
税
が
四
千
八
百
円

以
下
の
母
親
に
対
し
て
、
届
出
の
翌
月

か
ら
マ
マ
ミ
ル
ク
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

生
ま
れ
た

　
母
親
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
れ
ば
、
助
産
費
が
二
万
円
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
出
産
後
育
児
手
当
金
と

し
て
月
額
五
百
円
が
三
ヵ
月
間
支
給
さ

れ
ま
す
。

こ
　
ど
　
も

　
元
気
な
こ
ど
も
を
育
て
て
ほ
し
い
一

と
、
こ
の
四
月
か
ら
三
歳
児
ま
で
の
入

院
費
助
成
に
ふ
み
き
り
ま
し
た
。

「、

A
…
、
…
，
…
＝
…
、
…
一
　
毎
月
一
回
目
生

　
乳
幼
児
検
診
　
…
後
三
ヵ
霞
め
の
赤

…
　
　
　
　
　
…
ち
ゃ
ん
の
健
康
相

い
ロ
コ
ロ
ロ
コ
リ
ニ
コ
　
　
の
　
コ
サ
コ
ロ
コ
コ
ロ
コ
コ
サ
の
ニ

談
を
町
老
人
福
祉
館
で
ひ
ら
い
て
い
ま

す
。　
ま
た
、
満
一
歳
ま
で
の
乳
児
を
対
象

に
し
て
年
二
回
、
三
歳
児
は
年
一
回
無

料
検
診
を
し
て
い
ま
す
。

…．

A
、
．
．
，
．
．
．
、
．
、
，
＝
＝
、
、
，
…
　
伝
染
病
に
か
か
ら

　
予
防
接
種
　
…
な
い
よ
う
に
す
る
た

　
…
，
，
…
．
，
、
…
，
、
．
．
…
　
め
、
町
で
は
つ
ぎ
の

予
防
接
種
を
無
料
で
行
な
っ
て
い
ま

す
。▼
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
…
満
一
歳
未

満
の
こ
ど
も
に
対
し
て
毎
年
二
回
投
与

▼
ジ
フ
テ
リ
ア
と
百
日
ゼ
キ
、
破
傷
風

…
混
合
の
注
射
を
生
後
三
ヵ
月
以
上
の

こ
ど
も
は
三
回
、
翌
年
に
一
回
。
ジ
フ

テ
リ
ア
…
小
学
校
入
学
前
に
一
回
、
小

学
校
卒
業
前
に
一
回
の
計
二
回
。

▼
種
と
う
…
生
後
三
ヵ
月
以
後
に
一
回

小
学
校
入
学
前
に
一
回
、
小
学
校
卒
業

前
に
一
回
の
計
三
回
。
一
こ
れ
ら
は

す
べ
て
無
料
。

　
希
望
に
よ
っ
て
有
料
で
日
本
脳
炎
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
も
実
施
さ

れ
ま
す
。
　
（
申
学
生
以
下
は
無
料
）

お
と
な

　
お
と
な
の
病
気
と
い
え
ば
〃
成
人

病
”
と
返
っ
て
く
る
現
代
。
町
で
は
、

年
と
と
も
に
ふ
え
る
高
血
圧
や
心
臓
、

ガ
ン
な
ど
の
予
防
と
早
期
発
見
を
め
ざ

し
て
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

「
成
人
検
診
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
…
　
国
民
病
と
ま
で
い

　
ガ
ン
検
診
　
…
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
・

　
　
　
　
　
　
．
一
た
ガ
ン
。
こ
の
ガ
ン

撲
滅
の
た
め
年
二
回
の
胃
ガ
ン
検
診
と

年
三
回
の
婦
人
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
老
後
の
明
る
い
豊

　
老
人
福
祉
　
　
か
な
生
活
に
は
ま
ず

　
　
　
　
　
．
「
健
康
が
第
一
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
老
人
健
康
診
査
に
加
え
て

老
人
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
必
身
の
障
害
の
た
め
に
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
な
い
お
と
し

よ
り
の
た
め
に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
二

人
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

μ
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　　　　　　　なごなごやかな
　町民心配　　日常のくらし。そ

　ごと相談　．んな毎日の中でフ

　　　　　　　ト暗い影を落とす

ことがあります。こどもの非行・

家庭内のイザコザ。病気で生活が

苦しい・交通事故を起こした。土

地問題で困まっている……などな
ど。

　このような多くの心配ごとや悩

みごとについて、専門家や民生委

員が相談に応じて解決に努力する

のが「町民心配ごと相談所」。

　毎月上旬に役場となりの老人福

祉館でご開設しています。

　相談日以外の日でも町社会福祉

協議会で受付けています。秘密は

固く守られ、お金もいっさいいり

ません。また、あなたのお近くの

民生委員にもご相談ください。

そうだん潤

びみつ守る無

　　　　　　　憲法で、基本的

　人権相談　　人権は侵すことの

　　　　　　　できない永久の権

利として保障されています。人権

撫談は、この人としての権利が侵

された場合、その被害者から相談

を受けて救済をはかろうというも

の。

　不当な年払を受けたり、いやが

らせをされるなど困っている人が

あれば年1回の人権相談所におい

でください。毎月ひらく町民心配

ごと相談所でも人権相談に応じま

す。

　町内では、小野田の福良善男さ

ん、寺迫の高野敏男さん、坪谷の

山本下袴さんの3人が入権相談員

です。

　　　　　　　　国や県の行政に

　行政相談　　ついて、不満やナ

　　　　　　　ットクのいかない

ことの相談に応じます。許可や認

可の取扱い・恩給や年金受給・失

業、労災保険・公共事業など行政

一日目問題についての相談を受け

ます。

　本町の行政相談委員は、小野田

の塩月儀市さんです。

　　一　　　一
ご凶＿
乱
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浅口
●
出
生
し
た
と
き

あんない

　
出
生
後
十
四
日
以
内
に
、
出
生
届
用

紙
に
医
師
ま
た
は
助
産
婦
の
証
明
を
も

ら
っ
て
役
場
へ
届
け
出
る
。
町
に
本
籍

が
あ
れ
ば
一
通
、
な
い
場
合
は
二
通
必

要
。
持
参
物
は
印
か
ん
、
母
子
手
帳
。

●
死
亡
し
た
と
き

　
死
亡
後
七
日
以
内
に
、
死
亡
届
用
紙

に
医
師
の
証
明
を
も
ら
っ
て
役
場
へ
届

け
出
る
。
町
に
本
籍
が
あ
れ
ば
一
通
、

な
い
場
合
は
二
通
必
要
、
ほ
か
に
印
か

ん
、
国
民
年
金
手
帳
、
保
険
証
を
持
参

●
結
婚
し
た
と
き

　
夫
妻
と
も
町
に
本
籍
が
あ
る
場
合
は

一
通
。
い
ず
れ
か
一
人
あ
れ
ば
二
通
。

夫
妻
と
も
町
外
の
場
合
は
三
通
の
婚
姻

届
が
必
要
．
二
十
歳
以
上
の
証
人
二
人

の
署
名
押
印
と
夫
妻
の
印
か
ん
、
旧
姓

の
印
か
ん
。
本
籍
地
で
な
い
人
は
戸
籍

抄
本
二
通
。
転
入
者
は
転
出
証
罫
書
一

通
を
持
参
。

●
転
出
す
る
と
き

他
市
区
町
村
へ
の
転
出
に
あ
た
っ
て

は
、
印
か
ん
、
国
民
健
康
保
険
証
、
国

民
年
金
の
保
険
料
納
付
通
知
書
を
持
参

一
世
帯
全
部
が
転
出
す
る
と
き
は
町
税

の
納
税
通
知
書
も
必
要
。
転
出
先
番
地

や
世
帯
主
も
明
示
。

●
転
入
し
た
と
き

　
転
入
の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
届
け

出
る
。
世
帯
主
ま
た
は
本
人
の
転
出
証

明
書
と
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
を
持

参
。●

印
鑑
登
録

　
登
録
は
、
本
人
み
ず
か
ら
役
場
に
行

っ
て
、
役
場
備
付
の
印
鑑
簿
に
押
印
し

て
そ
の
印
鑑
を
届
け
出
る
。

　
止
む
を
え
ず
本
人
が
役
場
へ
こ
れ
な

い
と
き
は
、
本
人
署
名
の
申
請
書
に
、

成
年
者
二
人
が
連
署
、
押
印
し
た
保
証

が
必
要
。
保
証
人
の
印
鑑
も
本
町
に
登

録
ず
み
の
も
の
。
委
任
状
に
五
十
円
の

証
紙
を
は
り
、
印
章
を
添
え
る
。
ま
た

保
証
人
が
代
理
入
を
兼
ね
ら
れ
な
い
。

●
印
鑑
証
明

　
一
方
、
印
鑑
証
明
書
請
求
の
際
に
は

本
人
が
出
向
く
の
が
原
則
．
た
だ
し
、

止
む
を
え
な
い
場
合
は
、
本
人
が
署
名

押
印
し
た
委
任
状
に
五
十
円
の
証
入
証

紙
を
は
っ
た
申
請
書
を
代
理
入
に
託
し

て
も
よ
い
。
実
印
を
持
参
。

●
国
民
健
康
保
険

　
の
加
入
と
脱
退

　
つ
と
め
先
で
健
康
保
険
に
加
入
し
て

ヨリ

ﾙ
ボ
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

い
る
人
以
外
は
ナ
ベ
て
国
民
健
康
保
険

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
社
な

ど
を
退
職
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
必
要
。

持
参
す
る
も
の
は
、
印
鑑
と
社
会
保
険

を
や
め
た
証
明
書
。

　
一
方
、
つ
と
め
に
出
て
会
社
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、
印
鑑
と
町

国
民
健
康
保
険
証
、
そ
れ
に
新
し
い
保

険
の
保
険
証
を
も
つ
て
脱
退
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
。

●
国
民
年
金

　
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
（
た
だ
し
、
明

治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
）
ま
で
の
人
で
、
公
的
年
金
な
ど

の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
公
的
年
金
制
度
に
よ
っ
て
保
証
を
受

け
て
い
る
人
や
配
偶
者
な
ど
は
一
応
除

外
さ
れ
る
が
、
希
望
に
よ
っ
て
任
意
加

人
で
き
る
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
印
鑑
、

以
前
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
そ

の
国
民
年
金
手
帳
。
や
め
る
際
の
手
続

き
は
、
印
鑑
、
国
民
年
金
手
帳
。
そ
れ

に
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
健
康
保
険
の

保
険
証
を
持
参
す
る
。

●
お
も
な
も
の
の

　
手
数
科

　
い
ず
れ
も
一
件
に
つ
い
て
の
金
額

目
公
簿
・
図
面
の
閲
覧
五
十
円
。
印
鑑

証
明
五
十
円
。
戸
籍
の
謄
、
抄
本
七
十

円
。
住
民
票
の
謄
、
抄
本
五
十
円
。
資

産
証
明
五
十
円
。
諸
税
証
明
五
十
円
。

地
図
写
百
円
。

こ
ん
な
相
談
一

は
こ
の
課
へ
「

■
　
町
営
住
宅
に
入
居
し
た
い
。
交
通

事
故
で
被
害
を
受
け
た
1
1
総
務
課

■
　
町
や
部
落
な
ど
の
世
帯
、
人
口
、

耕
地
面
積
、
学
校
な
ど
の
統
計
数
字
が

知
り
た
い
。
消
費
生
活
に
お
け
る
苦
情

や
公
害
1
1
企
画
開
発
課
（
電
）
五
六
二
二

■
　
町
税
に
対
し
て
不
満
や
わ
か
ら
な

い
点
が
あ
る
1
1
税
務
課
（
電
）
五
六
七
七

〇
　
し
尿
く
み
と
り
の
申
込
み
。
簡
易

水
道
の
給
水
を
受
け
た
い
。
ね
ず
み
、

ヵ
、
ハ
エ
、
ご
き
ぶ
り
な
ど
が
多
い
の

各
種
資
金
の

貸
付
け
制
度

▼
農
地
墨
書
資
金
　
農
業
経
営
者
を
対

象
に
最
高
二
百
万
円
を
貸
付
け
。
年
利

三
．
五
％
で
二
十
五
年
以
内
の
償
還
町

農
業
委
員
会
で
扱
う
。

▼
自
作
農
維
持
資
金
　
農
業
を
営
む
入

が
相
続
や
そ
の
維
持
に
つ
い
て
必
要
と

す
る
資
金
で
最
高
五
十
万
円
。
年
利
五

％
で
二
十
年
以
内
に
償
還
す
る
。
町
農

業
委
員
会
で
扱
う
。

▼
林
業
経
営
改
善
資
金
　
造
林
の
た
め

の
土
地
取
得
に
必
要
な
資
金
で
、
二
百

万
円
（
特
認
四
百
万
円
）
が
限
度
。
利

率
は
年
三
・
五
％
。
償
還
は
二
十
五
年

以
内
。
町
森
林
組
合
で
扱
う
。
ほ
か
に

も
造
林
、
林
道
資
金
な
ど
が
あ
る
。

で
駆
除
方
法
や
薬
品
散
布
の
方
法
は
1
1

住
民
課
（
電
）
五
六
六
七

■
　
道
路
、
河
川
敷
き
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
借
り
て
工
事
を

し
た
い
H
建
設
課
（
電
）
五
五
六
七

■
　
作
業
道
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
己
農

林
課
（
電
）
五
六
八
六

■
　
農
地
の
売
買
、
転
用
を
し
た
い
。

農
業
者
転
職
訓
練
を
受
け
た
い
1
1
農
業

委
員
会
（
電
）
五
六
八
六

■
　
議
会
に
対
し
て
請
願
や
陳
情
を
し

た
い
1
1
議
会
事
務
局

■
　
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
央
公
民
館

を
借
り
た
い
1
1
教
育
委
員
会
事
務
局

（
電
）
五
六
五
七

社
会
福
祉
資
金

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
三
資
金
制
度

は
老
人
福
祉
館
内
の
事
務
局
ま
で
。

▼
た
す
け
あ
い
資
金
　
香
典
返
し
ゃ
↓

般
寄
付
金
を
も
と
に
し
た
基
金
で
、
期

間
は
十
ヵ
月
以
内
。
無
利
子
で
二
万
円

以
内
貸
付
け
。
二
十
二
万
円
の
ワ
ク
。

▼
町
母
子
福
祉
資
金
　
町
母
子
福
祉
会

に
三
十
万
円
を
委
託
し
て
、
母
子
会
員

に
利
用
さ
せ
て
い
る
。
十
ヵ
月
以
内
の

貸
付
け
で
無
利
子
。
二
万
円
が
限
度
。

▼
県
社
会
福
祉
協
議
会
貸
付
金
　
世
帯

更
生
資
金
と
母
子
福
祉
資
金
の
二
つ
。

貸
付
限
度
は
月
三
千
円
か
ら
五
十
万
円

ま
で
、
返
済
は
六
年
か
ら
二
十
年
ま
で

と
ま
ち
ま
ち
。
利
子
は
三
％
で
修
学
資

金
は
無
利
子
。
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奥さん、加入されましたか

妻の座。に有利一
一

日
後
の
保
障
は
充
分
で
は
な
く
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
て
も
、

　
厚
生
年
金
や
各

種
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
し
て
い
る

人
の
奥
さ
ん
（
二

十
歳
か
ら
五
十
九

歳
ま
で
）
は
、
希

望
す
れ
ば
国
民
年

金
に
加
入
で
き
ま

す
。
希
望
加
入
と

な
っ
て
い
る
の
は
、

ご
主
人
の
年
金
で

一
応
の
加
入
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
奥

さ
ん
ご
自
身
の
年

金
で
は
な
い
た
め
、

　
　
　
　
3
0
し

国

体
に

参
加

　
十
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
茨

城
県
で
開
か
れ
た
第
二
十
九
回
国
体
秋

季
大
会
に
、
本
県
選
手
団
の
一
員
と
し

て
本
町
か
ら
二
選
手
が
参
加
し
、
健
闘

し
ま
し
た
。

▽
松
村
喜
博
さ
ん
（
二
五
γ
東
郷
中
学
校

の
先
生
で
、
陸
上
競
技
教
員
千
五
百
麿

に
出
場
。

▽
中
田
仁
美
さ
ん
（
二
六
）
一
本
野
相
撲
部

監
督
で
、
　
一
般
相
撲
に
出
場
。
中
田
さ

ん
は
こ
と
し
の
県
体
で
優
勝
し
て
お
り

自
ら
選
手
と
し
て
活
躍
を
つ
づ
け
る
一

方
で
、
本
町
相
撲
部
の
監
督
と
し
て
、

昨
年
か
ら
指
導
を
つ
づ
け
て
お
り
、
こ

何
の
保
障
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
目
わ
た
し
半
人
前

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
年
金

は
、
職
場
で
働
く
人
た
ち
の
年
金
で
す

か
ら
、
家
庭
に
い
る
奥
さ
ん
は
、
そ
の

つ
け
た
し
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
す
。
年

金
の
上
で
は
、
半
人
前
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
□
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
で

　
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
年
金
を
う
け
、
豊

か
な
老
後
を
過
す
た
め
、
ぜ
ひ
国
民
年

金
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
冷
．
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
そ
し
て
、
ご
主
人
は
厚
生
年
金
な
ど

の
職
場
の
年
金
、
そ
の
奥
さ
ん
は
国
民

年
金
と
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

と
し
の
県
青
年
体
育
大
会
で
本
町
を
団

体
三
位
の
入
賞
に
導
い
て
い
ま
す
。

第
一
一
回
相
撲
選
手
権
大
会

　
十
一
月
三
日
に
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

の
土
俵
で
、
第
二
回
東
郷
町
相
撲
選
手

権
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
文
化

祭
行
事
の
一
つ
と
し
て
町
相
撲
連
盟
が

行
な
う
も
の
で
す
。

　
＝
一
「
一
一
＝
＝
＝
「
；
一
一
＝
一
3
「
＝
一
＝
一
＝
■
■
＝
噂
一
一
＝
一
＝
＝

電
話
の
門
前
払
い

　
あ
と
ひ
と
言
と
思
っ
た
と
た
ん
、
受

話
器
を
〃
ガ
チ
ヵ
、
ン
”
こ
う
乱
暴
に
受

話
器
を
置
い
た
の
で
は
、
今
ま
で
の
あ

な
た
の
電
話
イ
メ
ー
ジ
は
い
っ
ぺ
ん
に

ふ
つ
飛
び
「
み
か
け
に
よ
ら
ず
。
な
ん

て
乱
暴
な
や
つ
だ
」
と
思
わ
れ
る
の
が

こんなに得です．〃
1　　［瑠民年金：こり目入一ポる　　　2国民年金に加入しない

逆蓮無難畠；遺族年金　　　　　　　…　す遺族年金

葡膿ド撃響磁；謂．なし

オ
チ
で
し
ょ
う
。
早
い
話
が
、
お
客
さ

ん
が
帰
っ
た
あ
と
玄
関
の
戸
を
「
あ
あ

せ
い
せ
い
し
た
」
〃
ガ
チ
寿
、
ン
”
と
や

る
よ
う
な
も
の
で
す
。
電
話
の
切
り
方

に
も
マ
ナ
ー
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
「
終
り
を
慎
む
こ
と
始
の
如
く
な
れ

ば
則
ち
早
事
な
し
」
と
も
い
い
ま
す
。

姿
が
見
え
な
い
電
話
だ
け
に
〃
ガ
チ
ャ

ン
”
と
い
う
音
は
、
特
．
に
不
快
音
と
し

て
相
手
に
残
る
も
の
で
す
。

　
話
し
が
終
っ
た
ら
、
相
手
の
方
が
受

話
器
を
か
け
て
か
ら
静
か
に
置
く
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
乱
暴
に
置
く
と
、
受
話
器
が
は
ず
れ

て
お
話
し
中
の
状
態
に
な
り
ま
す
と
、

た
い
せ
つ
な
お
直
様
に
門
前
払
い
を
く

わ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
電
報
電
話
局

議
悪

い．

u
秋
月
左
津
夫
そ
の
生
涯

～
と
文
藻
」
な
ど
の
大
著
が

W
　
若
山
牧
水

～
　
　
－
そ
の
歌
と
ふ
る
さ
と

グ　

｡
度
、
東
京
の
講
談
社
か
ら
黒
木

［
減
石
さ
ん
の
著
作
に
な
る
「
若
山
牧

水
1
そ
の
歌
と
ふ
る
さ
と
」
が
出
版

　
さ
れ
た
。

　
著
者
の
黒
木
晩
石
き
ん
は
日
向
市

美
々
津
生
れ
の
人
で
、
大
正
十
一
年

　
早
大
専
門
部
の
政
経
科
を
卒
業
し
、

報
知
、
読
売
新
聞
の
統
一
部
長
、
論

説
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
二

十
六
年
ま
で
在
社
。
そ
の
後
、
郷
里

ハ
に
あ
っ
て
「
新
み
や
ぎ
き
新
聞
」
を

経
営
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
が

き
と
な
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
郷
里
郷

人
と
し
て
の
敬
愛
か
ら
で
あ
っ
た
焦

う
が
、
昭
和
三
十
六
年
の
牧
水
祭
の
バ

記
念
講
演
で
藷
を
さ
れ
た
時
か
ら
　

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
」
の
時
の
講
（

禦
晦
鞭
撚
継

藤
鎌
灘
　

い
ろ
あ
る
が
、
県
内
の
人
の
著
作
は
評

宮
大
長
嶺
宏
教
授
の
「
若
山
牧
水
」
．

卿
＆
薩
想

馨
る
詩
歌
人
で
も
あ
る
・
同
氏
の
燃
ゆ

塑
る
よ
う
な
郷
土
愛
は
烈
烈
と
し
て
そ

　
れ
等
の
著
作
の
中
に
み
な
ぎ
っ
て
い

ザ
る
。
比
類
の
な
い
郷
土
愛
の
先
輩
と

　
し
て
畏
敬
（
い
け
い
）
し
て
い
る
と

　
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
美
々
津
権
現
崎
の
歌
碑
の
建
設
に

グ
の
つ
い
て
は
、
地
元
の
人
た
ち
を
説
得

ハ
し
、
牧
水
先
生
の
若
い
時
代
に
最
も

　
親
・
ん
茎
・
津
に
歌
碑
の
な
い
・

グ
と
は
い
か
に
も
淋
し
い
こ
と
だ
と
力

　
　
照
し
、
東
奔
西
走
し
て
つ
い
に
「
海

　
よ
か
げ
れ
水
平
線
の
物
（
く
ろ
）
み
よ

　
り
雲
よ
出
て
来
て
海
わ
た
れ
か
し
」

への裝
F
鰹
郷
病
み
つ

一
・
～
．
…
～
！
く
、
！
S
ご
・
！
失
、
〆
（
・
ぞ
、
ノ
‘
・
ζ
乏
、
ー
ー
㌔ 序

文
を
書
か
れ
た
大
悟
法
利
讐
狐

は
「
随
所
に
氏
の
鋭
い
史
眼
、

眼
が
光
・
て
錠
大
き
な
感
銘
・
溜

糠繋
蜍
E

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
《

糠
鍵
齢
副

耳
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
胤

力
を
し
な
け
れ
ば
汝
ら
ぬ
と
思
．
・
．
へ

塞
源

ど
が
あ
る
。
後
者
は
新
聞
幅

癬
黙
　

「
「
－
、
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庭田地区にバス開通〃
ノ
’

ヲ

郷東皆皆

0

日目丸の小旗に迎えられる

　
十
月
一
日
か
ら
寺
迫
区
の
庭
田
地
区

に
、
日
向
行
き
と
高
鍋
行
き
の
バ
ス
が

一
日
に
三
往
復
そ
れ
ぞ
れ
通
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
念
願
が

か
な
っ
た
地
元
で
は
九
月
三
十
日
に
開

通
式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
地
元
民
三
百
人
が
手
作
り

の
日
の
丸
の
小
旗
を
手
に
し
て
迎
え
る

な
か
、
第
一
号
バ
ス
が
通
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
来
春
寺
迫
小
に
入
学
す
る
黒

木
直
子
き
ん
、
黒
木
秀
明
君
ら
の
顔
も

見
ら
れ
、
秀
明
君
の
母
咲
子
き
ん
は

「
秀
明
の
姉
二
人
も
五
．
。
離
れ
た
寺
追

小
に
通
学
し
て
い
る
が
、
毎
朝
六
時
十

五
分
に
家
を
出
て
い
る
。
雨
の
日
や
冬

の
間
は
た
い
へ
ん
だ
が
、
バ
ス
が
利
用

で
き
れ
ば
交
通
事
故
の
心
配
も
な
く
安

心
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

5

秋
〃
運
動
会
た
け
な
わ

団
技
に
な
ば
と
り
競
争
も
飛
び
出
す

噸

’

●

　
秋
は
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り

町
内
で
は
小
・
中
学
校
の
体
育
大
会
に

加
え
て
、
町
民
体
育
祭
も
盛
大
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
祭
は
町
体
協
主
催
で
十
月

二
十
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雨

で
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
い

た
め
、
会
場
を
東
郷
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
変
更
し
た
の
で
、
進
行
が
遅
れ

ま
し
た
が
、
多
数
の
町
民
が
参
．
幸
し
て

な
ご
や
か
に
競
技
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
努
力
賞
は
福
瀬
公
民
館
が
三

年
連
続
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
坪
谷
中
の
体
育
大
会
団
技
で

は
ナ
バ
ト
リ
競
技
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
行

わ
れ
噸
本
町
な
ら
で
は
の
競
技
に
会
場

は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
か
。

円
一

郷
土
の
あ
ゆ
み
（
2
3
）

塩
月
儀
市
ー
ー

．
へ
十
一
、
明
治
時
代
（
八
）

　
　
羽
坂
沖
水
流
の
田
八
町
四
反
の
耕

　
地
整
理
が
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四

　
十
二
年
と
四
十
三
任
，
で
す
。
当
時
は

　
す
べ
て
人
力
で
の
作
業
で
す
か
ら
二

　
か
年
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。

　
　
本
町
も
明
治
四
十
年
代
に
入
っ
て

正
条
植
、
集
合
苗
代
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
二
毛
作
も
奨
励
さ
れ
ま

．
し
た
。
稲
の
在
来
種
（
し
な
坊
主
、

へ
肥
後
坊
主
、
平
吉
坊
主
、
河
内
、
あ

～
　
か
米
）
に
代
っ
て
奨
励
品
種
（
石
割

雄
町
、
神
力
）
な
ど
が
作
ら
れ
る
よ

　
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
養
蚕
が
本
県
で
奨
励
さ
れ
た
の
は

　
明
治
六
年
で
す
が
、
そ
の
後
遅
セ
と

‘
し
て
進
ま
ず
、
明
治
十
八
年
に
は
先

　
進
地
か
ら
実
地
指
導
者
を
招
い
て
指

　
導
を
受
け
た
り
、
修
業
生
を
先
進
地

　
に
派
遣
す
る
な
ど
し
て
奨
励
し
ま
し

．
た
が
、
繭
の
価
格
の
低
落
な
ど
で
成

　
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

　
し
明
治
三
十
年
に
我
が
国
が
銀
本
位

制
か
ら
金
本
位
制
に
な
り
ま
し
た
の

ア
で
、
我
が
国
の
金
融
市
場
が
国
際
市

場
に
直
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
生
糸

　
の
生
産
も
躍
進
し
ま
し
た
が
、
本
町

　
の
養
蚕
は
至
っ
て
低
調
で
し
た
。

幅
　
日
露
戦
争
後
本
県
は
米
の
増
産
と

～養
蚕
を
強
力
に
推
進
し
ま
し
た
。
こ

　
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
本
町
民
も
よ
う

，
や
く
養
蚕
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

へ
り
ま
し
た
。

〔【

夢
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
　
　
．
．
了
　
．
　
　
　
　
《
剃
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ド
ン

師
難
褻
縫
藁

せ
ま
し
た
。
四
十
三
年
に
は
稚
蚕
共
例

同
飼
育
所
を
設
置
し
、
四
＋
四
年
ん

は
繭
乾
燥
場
を
羽
坂
に
建
て
て
養
蚕
》

の
売
出
下
国
駅

の
政
良
に
意
平
ぎ
ζ
、
、
明
治
　

墓
碑
商
舗
㍗
讐
蒲
　

て
、
牛
馬
品
評
会
や
せ
り
市
を
開
き
｝

ま
し
た
が
低
調
で
し
た
。
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㌔
纏
礫
三
献
隔
端
　

千
五
＋
五
頭
・
馬
七
百
三
頭
で
実
碍

明
治
三
＋
三
年
に
産
牛
霜
合
法
　

灘
響
応
獺
灘
鰹

更
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
聖

日
羅
争
で
肉
類
の
需
要
が
激
増
　

一
編
詩
ゼ
耀
則
魏
　

が
高
ま
り
、
中
国
地
方
か
ら
種
牡
牛
胃

を
購
入
し
て
品
質
の
改
良
を
は
か
り
．
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

ま
し
た
。
豚
肉
の
需
要
3
。
日
露
戦
争
ア

後
著
し
く
増
加
し
て
、
本
町
に
豚
が
『

導
入
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。
　
｝

良彫

ﾋ
糧
婚
罪
罎

産
の
シ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
種
を
購
入
」

壽
内
の
警
に
補
助
金
・
出
↓

て
飼
育
さ
せ
ま
し
た
が
、
良
い
成
藁

は
あ
が
り
．
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
四
y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

十
三
年
に
本
町
で
東
臼
杵
郡
第
一
回
昭

の
畜
産
品
評
会
が
開
か
れ
ま
し
花
～

　
　
一
　
　
　
　
　
　
．
「
一
f
ー
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お知らせ

蟹
薄一ノ

健
康
教
室
の
開
講

　
最
近
太
り
す
ぎ
を
気
に
す
る
婦
人
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
た
び
町
で
は

こ
の
よ
う
な
婦
人
を
対
象
に
「
健
康
教

室
」
を
開
き
、
食
事
、
保
健
指
導
な
ど

を
行
な
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
十
一

月
三
十
日
ま
で
町
教
育
委
員
会
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
み
方
法
は
電

話
、
文
書
い
ず
れ
で
も
受
付
け
ま
す
。

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

猟狩シーズン

銃の保管は
責任持って

▽
日
程
　
　
1
2
月
1
2
日
一
1
開
講
式
、
各

　
　
　
種
検
査
（
尿
、
血
圧
、
身
長
、

　
　
　
体
重
）
、
治
療
食
調
理
実
習
、

　
　
　
講
義
　
・
1
月
2
1
日
口
治
療
食

　
　
　
調
理
実
習
、
健
康
体
操

　
　
　
・
2
月
1
4
日
H
治
療
食
調
理
実

　
　
　
習
、
各
種
検
査
、
閉
講
式

▽
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
午
後
3

　
　
　
時
ま
で

▽
受
講
料
　
無
料

▽
定
員
　
三
十
人

　
電
気
浴
の
一
部

　
過
収
分
の
返
還

　
九
州
電
力
で
は
、
こ
の
た
び
自
治
省

か
ら
電
気
料
の
徴
収
に
あ
た
り
、
地
方

税
法
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
免
税
点
の

判
定
を
行
な
っ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
、
し
た
が
っ
て
、
今
後
は

次
の
と
お
り
取
扱
う
旨
の
連
絡
が
あ
り

4

詳ξ参

聾ひ

ηη
㌧し

聾Ge．r
　）ごハ

◎

し曹．㌧

　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
　
四
期

目
　
　
納
期
　
　
十
一
月
三
十
日

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ
内
容

一、

l
十
九
年
十
月
度
か
ら
は
指
示
ど

　
お
り
取
扱
い
を
変
更
し
ま
す
。

二
、
過
収
分
に
つ
い
て
は
お
申
出
の
有

　
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
存
デ
…
タ
ー

　
か
ら
該
当
の
お
客
様
を
調
査
の
う
え

　
返
還
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
、
調
査
の
終
了
し
た
お
客
様
か
ら
逐

　
次
電
気
料
金
よ
り
差
引
き
返
還
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
「
電
気

　
税
返
還
の
お
知
ら
せ
」
に
よ
り
返
還

　
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

四
、
管
内
の
お
藤
野
の
全
部
を
調
査
す

　
る
た
め
、
返
還
完
了
ま
で
に
は
相
当

　
の
期
日
を
要
し
ま
す
が
、
で
き
る
だ

　
け
速
や
か
に
返
還
で
き
る
よ
う
努
力

　
い
た
し
ま
す
。

郷
土
の
本
を
あ
っ
せ
ん

　
黒
木
晩
田
無
「
若
山
牧
水
f
そ
の
歌

と
ふ
る
さ
と
」
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

購
入
申
込
み
は
役
場
内
牧
水
顕
彰
会
事

務
局
ま
で
。
定
価
は
一
冊
三
千
円
。

善
意
の
と
も
し
び

　
◎
鶴
野
内
争
の
寺
田
冬
子
さ
ん
か
ら

故
久
雄
さ
ん
の
忌
明
け
に
香
典
返
し
と

し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

町
職
員
の
人
事
異
動

　
十
月
十
一
日
付
で
町
職
員
の
異
動
を

発
令
し
ま
し
た
。

　
▽
議
会
事
務
局
長
（
税
務
課
長
）
三

浦
淳
▽
住
民
課
長
（
教
育
課
長
）
黒
木

勝
▽
教
育
委
員
会
教
育
課
長
（
税
務
課

長
）
那
須
幸
雄
▽
税
務
課
長
（
総
務
課

長
捕
佐
）
小
林
錬
一
▽
鈴
峰
園
長
（
農

林
課
主
幹
）
山
口
俊
一
▽
農
林
課
主
幹

　
（
議
会
事
務
局
長
）
新
名
秋
二
▽
鈴
峰

園
主
幹
（
鈴
峰
園
長
）
塩
月
景
幸

　
▽
総
務
課
長
補
佐
（
総
務
課
庶
務
係

長
）
都
甲
哲
郎
▽
税
務
課
固
定
資
産
係

長
（
農
業
委
員
会
庶
務
開
拓
係
長
）
矢

野
望
▽
出
納
室
会
計
係
長
（
住
民
課
福

祉
係
長
〉
橋
口
幸
一
▽
住
民
課
福
祉
係

長
（
税
務
諜
固
定
資
産
係
長
）
山
本
一

正
▽
企
画
開
発
課
開
発
係
長
（
住
民
課

住
民
係
長
）
沖
田
征
郎
▽
総
務
課
財
政

係
長
（
出
納
室
会
計
係
長
）
黒
木
一
希

▽
農
業
委
員
会
庶
務
開
拓
係
長
（
企
画

開
発
課
開
発
係
長
）
小
野
三
千
樹
▽
住

民
課
住
民
係
長
（
鈴
峰
園
指
導
員
）
寺

原
弘
勝

　
▽
住
民
課
保
険
衛
生
係
（
税
務
課
固

定
資
産
係
）
海
野
修
一
▽
税
務
課
固
定

資
産
係
（
住
民
課
保
険
衛
生
係
）
平
野

宇
市
〉
国
民
健
康
保
険
病
院
（
建
設
課

管
理
係
）
寺
原
恵
▽
建
設
課
管
理
係

（
国
民
健
壌
保
険
病
院
）
岩
田
定
夫

鑛
懸
慧

　
　
　
　
　
九
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

士
の
窒
「
部
落

「岡黒酒永谷水矢奈

：田木井野口玉野須
1誠伸英健俊久

1文嘉二彦一之貴剛

宗和賢栄速藤末
　　　　　　　究
一彦r次美雄宏
　　　　福仲坪鶴
〃〃〃〃　　　野
　　　　瀬深谷内

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒川羽和山甲氏

木口田田己斐2

．
旨
名
－
．

ケ
　
イ

シ
　
モ

政
　
市
文
吉

千
代
松

熊
　
吉

L
．
年
令
L
部
落
一

八七七八八七
〇〇九二一六

下
渡
川

仲
　
深

「
　
“

廊
舗
鶴
野
内

一
一
一
，
一
＝
一
一
一
＝
＝
一
一
一
：
一
■
一
一
一
＝
一
二
一
一
＝
一
冒
一
＝
ニ
；
冒
＝
ニ
＝
一
＝
一
日
一
＝
＝
一
＝
＝

口人
年

　
ヨ
＝
一
齢
≡
一
≡
一
≡
≡
幽
一
≡
＝
：
＝
＝
一
≡
＝
ニ
一
≡
■
一
一
；
≡
一
一
二
＝
≡
d

　　49年10目1日現在

　　　（　　）は対前月比

　　男　3，410人
　　　　　　（＋5）
　　女　3，645人
　　　　　　（一5）
総　数　　7，055人

　　　　　　（±0）
世帯数　　1，794世帯

　　　　　　　（一3）
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